理事・監事推選方法（案）
平成25年11月20日
別途資料（当会の定款，細則）を考慮し，理事・監事の決定方法について提案する。
1． 理事・監事推選委員会を設置する。
委員は（林）会長，（小野）副会長，（佐藤）副会長，（田澤）企画担当理事，（石川）企画担当理事の５名とする。
2． 各地区診断士会から理事・監事として相応しいと思われる人を推薦する。
推薦人数は各地区診断士会所属の学術，正会員数（法人分を除く）100名以内の場合には１名，100名以上の場合には100名単位で１名＋端数１名を限度として推薦することができる。
3． 推選員会が会長，副会長，事務局長を推選し，理事会で承認し社員総会に諮る。（会長，副会長，事務局長は信任投票とする。）
4． 推薦を受けた氏名リストを理事・監事推選委員会が作成する。
5． 各地区診断士会の代表は，氏名リストの中から，理事・監事として相応しいと思われる氏名20名以内を投票する。
ただし各地区診断士会の投票権数は，２，で定められた推薦人数とする。
6． 理事・監事推選委員会は（５）の投票を集計し，理事会の承認を経て社員総会に理事・監事候補を提案する。
7． 総会で選任された理事・監事は速やかに会議を開き，代表理事（会長），副会長（３名以内），理事の担当，監事（１名以上２名以内）を決定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
